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移
動
支
援
事
業
所

教
育
の
現
場
か
ら
障
害
を
も
つ

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
ま
す
。

ふ
く
ろ
う
で
学
ん
だ
様
々
な
知

識
と
ス
キ
ル
を
最
大
限
発
揮

し
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
社
会

で
活
躍
で
き
る
大
人
に
な
れ
る

よ
う
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
楽
し
く
運

動
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
達
成

感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
目
標
を
立

て
る
事
を
提
案
し
た
の
は
素
晴
ら

し
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。

「
泳
げ
る
よ
う
に
な

っ
た
―
」
と

は
じ
け
る
笑
顔
で
私
に
報
告
し
て

く
れ
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し

ま
す
。
若
い
世
代
の
熱
い
想
い
や

支
援
は
時
に
ハ
ッ
と
し
て
新
し
い

支
援
や
取
り
組
み
の
気
付
き
＝
ヒ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
利
用

者
の

「
で
き
る
」
が
増
え
て
い
く

よ
う
な
支
援
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
　

　

　

　

Ｏ

こ
の
春
、
「
ふ
く
ろ
う
」
で
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
て

い
た
大
学
生
が
卒
業
し
特
別
支
援

教
育
の
先
生
と
し
て
新
し
い

一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。
初
め
て
の
事

に
大
き
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も

手
探
り
で
「将
来
の
糧
に
な
れ
ば
」

と
奮
闘
し
て
く
れ
た
彼
女
の
ふ
く

ろ
う
へ
の
想
い
を
聞
い
て
み
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

Ｑｌ
　
移
動
支
援
を
始
め
た
当
初
は

ど
ん
な
想
い
で
し
た
か
？

∧
　
実
際
に
移
動
支
援
に
携
わ
っ

て
み
る
と
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
∃
ン
の
取
り
方
や
関
わ
り
方

が
わ
か
ら
ず
、
余
暇
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
て
い
る
の
か
毎
回
不

安
で
し
た
。

Ｑ２
　
想
い
出
に
残
っ
て
い
る
場
面

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
　
特
に
思
い
出
に
残

っ
て
い
る

の
は
、
利
用
者
さ
ん
と
毎
週
の

よ
う
に
プ
ー
ル
に
通
っ
て
い
た

際
、
も
っ
と
充
実
し
た
サ
ー
ビ

ス
が
作
れ
な
い
か
と
思
い
、
自

分
自
身
の
水
泳
の
経
験
を
活
か

し
て
利
用
者
さ
ん
と

「泳
げ
る

よ
う
に
な
ろ
う
」
と
目
標
を
立

て
ま
し
た
。
は
じ
め
は
顔
を
水

に
つ
け
る
こ
と
が
あ
ま
り
得
意

で
は
な
か

っ
た
も
の
の
、
回
数

を
重
ね
る
う
ち
に
で
き
る
こ
と

が
増
え
、
最
終
的
に
は
私
の
肩

を
持
ち
、
体
を
水
に
浮
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
経
験
か
ら

「利
用
者
さ
ん
の
“
で
き
る
”

を
増
や
せ
る
移
動
支
援
が
し
た

い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
障

害
を
も

つ
方
と
の
向
き
合

い

方
、
支
援
の
考
え
方
が
大
き
く

変
わ

っ
た
き

っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

０３
　
ふ
く
ろ
う
に
携
わ

っ
て
良

か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
　
ｌ
年
半
、
「
ふ
く
ろ
う
」
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
障
害
を
も
つ
方
の

「
可
能

性
の
広
さ
」
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

可
能
性
を

″
で
き
る
″
に
つ

な
げ
る
た
め
に
ぱ
サ
ポ
ー
ト
す

る
側
の
気
づ
き
や
関
わ
り
方
で

１
８
０
度
変
わ
る
と
い
う
こ
と

も
学
び
ま
し
た
。
私
は
今
後
、

」

〔1〕

「
懸

く

ろ

う
」
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5,共に働くことが理想とされている中、「雇用代行ビジネス」のような働き方をどうお考えでしょうか ?

今回が最後のお話です。

4.作業所、就労系施設という場所で障害者が就労することと、
一般就労の場で障害者が共に働くということ、それぞれについてお聞かせ下さい。

福祉的就労でも企業就労でも「人が働く」ことは同じだと思う。一人―人が行っている仕事には全部

価値があり、それを尊重すべきだと私は思います。

一方、企業就労も特例子会社を立ち上げて、そこに障害者の方だけを集めて仕事をし、従来の福祉的

な発想に近いことを企業がやっています。

―方で、A型事業所は施設外で工場に入り込み仕事をし、福祉的就労と言いつつ、かなり企業側に寄っ
ています。今後、特例子会社は今の形に拘らず、ある程度経験年数を積んで仕事が出来るような方を、

本社内に配置し仕事をしてもらう。そして特例子会社の役割としては、定期的に見回り障害者のアフ

ターケアをする。健常者の中での仕事に疲れたり、傷ついたら、また特例子会社に戻してやり直す。

全員ではなくとも、出来る方にはその発想があってもいいのではと思う。

更に特例子会社は、健常者の方が障害者の方を東ねる役割をしていますが、障害者はその立場にはな

れない。40、 50代になっても「ハイハイ」と言い続けるのは、おかしいと思うんです。障害者でも管理・

指導的な立場に立てる力を付けている人がいるので、役職を付けてあげたてもいいのではと思う。

或いは障害者雇用と一般雇用とだと、賃金格差があります。障害者雇用は明らかに安い。根っこは障

害差別が厳然たる事実としてあるんですよね。

ある青年で、よく気が付き、利発な方の話ですが、結婚したいという夢があり、でも今の給料では出

来ないので、本人が以前からやりたいと思っていた仕事に転職したいと申出がありました。勤めてい

た特例子会社の方にも「うちは給料安いしね・……。居なくなれば戦力が欠け辛いけど、希望があるな

ら、応援しますよ」と認めて下さいました。在職中から私と一緒に転職先を探し、無事に転職しまし

た。現在は、いい額のお給料をもらい、生き生きと働いています。

國 :障害者の雇用率が未達の企業に対して、障害者を紹介し、その会社の社員として働く場所も提供し、
雇用後の管理もして企業からお金を貰い、それが収益になるビジネスです。障害者を募り、雇用率達

成を希望する企業に送り込み、企業の社員としてカウントする。数字では達成になるけど、雇われた

障害者は、本社の事業内容をしらないし、本社の従業員も、自社が障害者を雇っている事も知らない

し、会った事もない。分離ですよね。人間なのに雇用率を達成する数字でしかない。それを証拠にあ

る業者の仕事の内容は、農業です。でも、そこで作った作物は本人たちが持ち帰るか、本社の食堂の

封ちょっとした添え物にする程度。

′今年の様に暑い夏の日は、長時間のハウス作業は無理なので、30分程度作業し、その後 1時間はクー

ラーのきいた部屋で休憩し、ほぼ仕事していない。熱中症予防の必要措置かもしれませんが、作業時
・
間が少ない中、どれ程の仕事をしているのか ?市場に出荷するく

・
らいの作物を育て、汗水たらして働

き、売上げを本人たちの給料に還元しているならまだわかります。でも収穫量は収益に関係ないので

売れても売れなくてもよく、障害者雇用をした時の特開金 (特定求職者雇用開発助成金)がたぶん給
与の原資なので、痛さが無いから辞めても次の人を補充すれば済む。

また、障害者の雇用から定着までを人材派遣会社が請け負ってる所もあります。障害者を募集し、会

社に送り込み、採用後も会社に定着するよう定期面談や、何かあった時の相談等を担います。でも契

約期間が終わると、私たち中ポツに引き継ぎを依頼されます。でもお金を頂き定着支援をしていたの

だから最後まで責任を持ち続けて欲しいと思います。

障害者採用や定着支援を全部アウトソーシングし、その会社にお金を払う。そういう事が当たり前に

なると企業が自社で障害者を雇い、育てる努力は会社ではしなくなってしまう。社員への愛情や前向

きな思いはなく、お金で解決していている冷たさを感じるんです。

未達成企業は雇用率が達成でき、重度障害者は一般企業での就職は難しく、できても B型位の所
で、給料も 1万～ 2万しかもらえない。大手の会社に就職出来て、十数万の給料も保障され、親

お話を伺った方
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御さんも安心でウィンウィンと業者は言う。高い給料でうちの子は幸せですっていう親御さんも確か

にいます。

でも、会社として雇った自社の社員への愛情や育てる前向きな思いは大切。障害者が働くってどうい

うことなのか ?|っ て常に問い返していかないとダメなんじゃないのかなって私は思います。

障害者の雇用は進んではきており、表に出てくる情報は数字だけなので、上昇している数字ばかりに着目

していましたが、中身との差がこんなにもあるとは驚さでした。発展させていくべき事はまだまだある事を

知りました。 3回に亘りお送りしてきた「就労編」は今回で終わります。國島様、貴重なお話ありがとうご

ざいました。                                                  (木 )
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今期の特集テーマは「共生」で、様々な分野での実情を探りたいと考え、設定 しました。

最初の分野 |よ「職場」。私たちの法人としては、ほとんど経験できない未知の分野ですので、インタビュー

から多くの事を学ばせて頂きました。

感想を一言で言えば、「 (職場における「共生」の現実は)厳 しいんだな一」です。
職場は、ナマの経済活動そのものですから、当然と言えば当然なのかもしれません。

障害者雇用率を高めなけれ |ボならない、という共生への大きな流れは確かにあると思います。 しかし、そ

れが紹介されていたように特例子会社や雇用代行 ビジネスのような形で数合わせにゆがめられてしまってい

る制度的問題を始めとして、「可愛い子ども」に楽をさせたいと願うご家族、出来たらそれにのりたい当事者、

そしてそれらにあまり関わりたくない会社等、共生への逆流となる具体的課題を紹介 して頂きました。もち

ろん、「あかね園」さんのような支援者のおかげで、頑張っている当事者・職場はたくさんあるのだと思います。

國島さんは、「福祉的就労でも企業就労でも『人が働く』ってことは同じだと思う。一人ひとりが行って

いる仕事には全部価値があり、それを尊重すべき」と述べられていますが、その通りだと思います。

その思想が、一般の職場の中で合理的配慮を伴って生かされ、共生につながっていけば、と切に願います。

●
/

。
相
談
支
援
事
業
所

つ

む

ぎ

所
に
通

っ
て
い
た
方
々
で
す
が
、

日
中
活
動
先
を
退
所
し
、
入
所
施

設
へ
入
所
さ
れ
ま
し
た
。
が
ら
り

と
環
境
が
変
化
し
て
し
ま
う
こ

と
は
、
ご
本
人
に
大
き
な
負
担

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
不
安

定
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
新
し
い
環

境
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
、

居
場
所
を
見

つ
け
、
今

で
は
穏

や
か
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
重

度
の
障
害
の
あ
る
方
の
将
来
を

考
え
る
こ
と
は
本
当
に
難
し
く
、

何
が
良
い
か
、
良
く
な
い
の
か

判
断
に
と
て
も
迷
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
の
生
活
が

ご
本
人
に
合

っ
て
い
る
と
思

っ

て
い
る
こ
と
こ
そ
が
思
い
込
み

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
し
い
場

所
で
好
き
な
人
を
見
つ
け
た
り
、

穏
や
か
に
過
ご
せ
た
り
と
新
た

な

一
面
を
見
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
た
な

一

歩
を
踏
み
出
す
勇
気
が
必
要
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
の
方
に
あ

っ
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。Ｑ

0

相
談
支
援
事
業
所

つ
む
ざ
は
、

サ
ー
ビ

ス
等
利
用
計
画
書
や
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
書
を
作
成
す

る
時

に
、
ご
本
人
や
ご
家
族
か

ら
お
話
を
聞
き
、
様
々
な
状
況

を
確
認
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま

す
。
そ
の
時

に
最
近
、
多
く
聞

か
れ
る
こ
と
は
、
ご
家
族

の
高

齢
化
等

に
よ
る
家
族
環
境

の
変

化
や
ご
本
人

の
障
害

の
重
度
化

に
よ
り
、
家
庭

で
の
対
応
が
難

し
く
な

っ
て
き
た

の
で
、
新
た

な
住
ま
い
の
場
を
探
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
長
年
利
用
し

て
き

た
日
中
活
動

の
場
所
は
、
本
人

も
慣
れ
て
い
る
し
、
楽
し
く
通

っ

て
い
る
の
で
、
変
更
し
た
く
な

い
と
希
望
さ
れ
る
方
が
多

い
の

で
、
さ
あ
、
困

っ
た
…
…

に
な

り
ま
す
。
八
千
代
市
内
に
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
は

で
き

て
き

て
い
ま

す
が
、
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
を

受
け
入
れ
て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
ま
だ
ま
だ
少
な

い
の

で
す
。
そ
の
よ

２ヽ
な
中
で
、
今
年

度
大
き
く
生
活
を
変
更
さ
れ
た

方
が
数
名
、
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
自
宅
か
ら
日
中
活
動
の
事
業
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よくゆう我ぶちねつと 「私たちの思uII高齢期への願Ll」
友愛みどり園も開所から20年以上の月日が経ちました。働き盛りだった利用者も開所時に比べ、心身共

に加齢に伴う変化が見られるようになり、その為課題が大きくなってきました。開所時の支援プログラムで

は、参加が難しい部分も見られてきたので、高齢を迎える利用者さんの為に、心身の状態に配慮した、適切

な新プログラムを検討しているところです。

そこで、新たな支援プログラムを考えていくにあたり、利用者ご本人の生活がどうあって欲しいか、『将

来 (高齢期)を踏まえた今後の過ごし方の願いや想いについて』ご家族の方ヘアンケー トをお願いしたとこ

ろ、沢山のご意見や想いを聞かせて頂きました。全てを掲載できておりませんが、皆様に共有し、発信した

いと思います。

. _‐                       _.__‐ .  ‐ ‐___■ _

t鵜築や彗齢 :こヽ下暴こと:i}

。足腰などの怪我に気をつけて過ごしてほしいので、年代にあった体力づくりの時間が欲しい。

・高齢になったら、健康な体を維持するためにウオーキンクやス トレッチ、軽い運動をして欲しい。

・高齢になってもみどり園に通い作業をしたり、外出、イベント等の行事にもできる限り参加が出来たら

良いと思っている。

・高齢期をゆっくりと過ごしてほしい。
。年代にあった体力づくりの時間を設けてはどうか。動くグループ 。静かなグループ

。年齢の近い人同士の

グループなど、グループにあった散歩や運動 (∃ガ・体操等)があるとまた違った楽しみや経験が出来るの

ではないか。

・健康の為、ウオーキンク等毎日の日課に取り入れてほしい。

・本人の体力、気力にあった活動にしてほしい。
。座ったままの運動を取り入れるなども考えて欲しい。

`骨
鍮僣|
。今現在は働き盛りなので現状のままでよいが、今後難しくなってきたときには別のプログラムヘ移行して

欲しい。

・楽しいとか嬉しいとか美味しいとかそういったプラスの感情を少しでも多く味わってもらいたい。

・出来る事が増え、周りの為になり、「ありがとう」が増えるといいです。

。これまでも利用者一人ひとりにあったご支援を頂いていますが、今後さらなるご配慮をお願いしたい。

。仕事を午前のみにして、花を見る、写真を撮る、指先の運動(折 り紙、土いじり)

・旅行や楽しいイベント等、のんびり過ごせる日が欲しい。

皆様のご提案から、高齢化に向けて、今からでもできる事が多くあるように感じました。ご意見を参考に、

利用者の皆様が健康で元気に今後も過ごしていく事が出来るよう、一人ひとりの心身の状態に配慮した適切

な支援を考えていきたいと思います。

また議掲載出来ませんでしたが、
ご家族から高齢期に向けた将来への不安の声も多く寄せられました。こ

れからも皆様に寄り添える支援を心がけていきたいと思っております。貴重なご意見を聞かせて頂きまして

有難う御座いました。                                     O

最近気 :こ奪る

.| ‐ __‐      . ,
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白ご飯

レタス

ベーコン

オリーブオイル

塩

バジル

☆コンソメキューブ

☆パルメザンチーズ

☆水

3009

1/6イ固

609

大きじ 1

適量

適量

1個

適量

300rnl

1,ベーコンは lcm幅、
レタスは一口大に切る。

2′ フライバンでオリーブオイルを熱し、
ベーコンを炒める。

3′ 白ご飯と☆を加えて

お好みのかたさまで煮る。

4′ 火を止めレタスを加える。

5′ ひと混ぜして、バジルを振る。   ⑪

レタス


